
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

曽我佐知子

主　日　礼　拝主　日　礼　拝

来週の奉仕者
（7月１９日）

行司伝道師

日名洋
富岡牧
西嵜孝之
岡本享子
辻総一郎　　　　　　　
永井千愛
山本麻美
日名陽子
泉水浩
富岡美千男
山本洋子
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　私のいるセルは中高生の男子がたくさんいるセルです。
中高生というと、将来のこと、進学のこと、いろいろと向
き合うことが多い世代です。そんな子供たちと接している
と気付かされることがたくさんあります。
　新しい道に進んでいこうとしている若者が抱える不安、
恐れ・・・それでもそこになんとか向かおうと頑張ってい
る姿を見るとほほえましくもあり励まされます。でもそれ
と同時に「なんで自分はそこにいるんだろう」そんなこと
をふと思わされ、なんとなく取り残された感じがしました。
自分だけ新しくなっていないそんな風に思ったのです。
　そんな時にセルで祈祷会をし、分かち合う中で「じょい
ふるも新しく進みかけているではないですか」と言われて
はっとしました。確かに新しくなってはいるけど、自分は
ずっとこれまで公園に関わっていたからか、正直あまりそ
うは思っていませんでした。自分の中では「継続」だった
のです。そしてこれが自分の問題だと思いました。このこ
とを通して改めて、自分も中高生と同じように「新しい道
に進んでいく者」であるということに気付かされたのです。
「先の事どもを思い出すな。昔の事どもを考えるな。 見よ。
わたしは新しい事をする。今、もうそれが起ころうとして
いる。あなたがたは、それを知らないのか。確かに、わた
しは荒野に道を、荒地に川を設ける。」（イザ４３：１８、
１９）
私は大人ですが、新しい道に進むという意味では、なんら
中高生と変わりありません。この御言葉を握って、前に進
んでいきたいと思います。

　ネヘ9~13、エス１～２水 12金 1
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曽我悠真　岡本享子

西山秀平

秦泉寺朗子

亀澤佐代子

澤口建太　横山淳平

楢村明子

真砂香和　神達良子

名越裕晃

　　

（ ２０２０年７月５日 ）
（要約者：日名洋）

誕生者のお祝い 黙示録　福澤師

　今週はネヘミヤ記 (9 章～ 13章 )。ネヘミヤ記はリーダーシッ
プの書と言っても良い。このネヘミヤ記を通して、私たちも今自
分が置かれている場所でどのようにして行ったらよいのか、多く
のヒントを得る事ができる。９章から 13章は「罪の告白と盟約
（契約）の締結」がテーマ。8章で律法の朗読をし忘れていた信
仰を取り戻し、９章からはいかに自分たちが多くの罪を犯したか
知っただけではなく、悔い改めが起こる。そこで盟約の登場。民
が自主的に神との契約に生きようとする同意書。民がそこまでに
至った中にネヘミヤのリーダーシップは圧巻。以下はネヘミヤの
リーダーシップの柱
①使命感･･･＝本気度。ネヘミヤは自分の人生の文脈、置かれて
いる立場や状況から、自分がすべきことを見出していた。
②優先順位･･･城壁再建・律法・生活。優先順位を明確にした。
神を第一とするなら日々の生活に新しい可能性が神によって開か
れる。
③達成可能なゴール･･･信仰だけに偏ったものではなく＋人間の
努力（課題に具体的に向き合う）
④祈り･･･重要な局面で、ネヘミヤは何よりも祈りを優先した。
⑤神の関与の確信･･･成功への方程式ではなく神の関与があるこ
とを確信しそれを伝える。
これらのポイントを意識しながらネヘミヤ記全体を読むと私たち
の生活に実践すべき事柄が掴みやすい。またネヘミヤを読む時は
エズラ記も併せて読むことで更に理解を深めることができる。

牧　一穂　牧師
牧唯恵伝道師

全本みどり
泉水浩
池田優香

　１日　實金由香利
　５日　泉水一護
　６日　村部直飛
１０日　山崎　風
１２日　中島好正

１２日　富岡凱千
１４日　中村　哲
１５日　ﾌｨﾘｯﾌﾟｱﾗﾊｲﾘｹﾞﾝ
１７日　岡本享子
１７日　曽我悠真

１８日　楢村明子
２１日　平山幸代
２３日　亀澤佐代子
２４日　西山秀平
２５日　曽我佐知子

２５日　真砂香和
２５日　神達良子
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　思い込みとは恐ろしいものです。私たちは思い込みで相手
を判断してしまうところがあります。礼拝で視聴した動画で、
電線に沢山の小鳥が止まっていました。小鳥たちだけの時に
は、たがいにお互いを見て反目し合っていましたが、近くに
少し大きな別の鳥がくると、反目し合っていた小鳥たちが、
一緒に別の鳥を批判するようになっていきました。
　このようにたがいに反目し合っている者同士でも、共通の
新しい問題を見る時に一致して対抗するようになる事があり
ます。ユダヤ人社会の中でもお互いに対立がありましたが、
イエスさまが来られた時、彼らが待ち望んだ姿と違っていた
ので、皆で協力してイエスさまを迫害しました。救い主の姿
を思い違いしていたからです。私たちの中に、このような思
い違いがないでしょうか？
日本語のことわざで目からうろこという言葉がありますが、
これは聖書のからできた言葉です。一般的には「物事が急に
わかるようになる」という意味でつかわれますが、本来の意
味は少し違います。「サウロ」の人生そのものが「うろこ」だっ
たということ。つまり「覆われていた」ということです。
クリスチャンは当時、生きたまま燃やされ、たいまつにされ
るような、むごい迫害をうけていました。そして、サウロは
彼らを迫害する、その中心にいた人物でした。彼にもやって
いることの良心の呵責はあったと思われます。しかしそれを
律することができませんでした。自分の考えが正しいと思い、
神様の本当の考え、本当の正しいことが見えていない状態。
心に覆いがかけられている状態。まさに目にうろこがついて
いる状態でした。
ところが、アナニヤという弟子に神様はあらわれ、そんなサ
ウロの元に行き、彼を癒しなさい、といわれました。そして「彼
は、わたしの選びの器です。」といわれました。ついこの間まで、
クリスチャンを中心となって迫害していたサウロでしたから、
アナニヤも葛藤がありました。（13.14 節）
思い込みによって私たちの行動は大きく２種類に分けてみる
事ができます。
・悪いとわかっているが自分のルールのために人を傷つけて
しまう人。
・正しいことをやらなければと努力はするが本来しなければ
ならないことができにくくなってしまっている人。
これはどちらも、目にうろこがついている状態です。自分が
正しいという思いは私たちの目にうろこをつけ、覆いをかけ
てしまいます。今自分たちにうろこはついていないでしょう
か？

本来、ルールというものは、人の為にある愛に基づいたもの
ですが、私たちは、自分を守るために、人を裁くためにルー
ルを使っています。それは、私たちの心に悪の思いが存在し
ているからです。しかし私たちの心には悪の思いしかないの
でしょうか。そうではありません。良心というものが与えら
れています。
私たちは裁く心ではなく、愛を持って生きて行かなければな
りません。今、もう一度自分の生きる道が正しいか考えてい
きましょう。

サウロはダマスコへの途上で天からの光に照らされ地に倒れ
ました。ダマスコは「まっすぐ」と言われる街路でした。そ
こで「サウロ、サウロ。なぜわたしを迫害するのか」という
イエスさまの声を聞きました。「立ち上がって、町に入りなさ
い。そうすれば、あなたのしなければならないことが告げら
れるはずです。」と語られました。サウロは目が見えなくされ
ていたので、人々に手を引かれてダマスコに行き、三日間、
断食して祈りました。サウロにとってはそれが必要でした。
しかしサウロの生き様を知っている私たちは、目が見えなく
なるような状態にされる前に、生き方を変えなければいけま
せん。神様は私達に対しても「まっすぐに生きる」ことを望
まれています。

サウロは目にうろこがついていたため、クリスチャンを迫害
し続けました。そんな彼に神は「なぜ彼らを迫害するのか」
ではなく「なぜわたしを迫害するのか」と言われました。悪
いことだとわかっていながら、神を無視し続け、誰かを傷つ
けることは、神様を迫害することなのです。うろことは本来、
魚にあるものですが、それが人間にあることが問題なのです。
うろことは、自分を守る鎧のようなものなのです。私たちは、
自分を守るために、うろこという鎧を着て、人を傷つけてし
まっているのです。「あの人は間違っている」と相手を裁い
てしまうのは、自分が被害を受けているからではないです
か？自分の防衛の為の正義は、愛ではありません。人は自分
の保持しようと、自分の痛みに向けない為に正義を使うと、
自分が一番したくない事をしてしまいます。サウロは「まっ
すぐ」に神様を見る状況に置かれました。私たちが自己防衛
のために人を裁くことは、湾曲した道を歩くようなことです。
愛の行動（正義）は自分を守るためではなく、相手の為にす
る行動なのです。

私はこうやって生きる！と決めていることはありますか？そ
のルーツはなんでしょうか？もし自分が傷ついたことによっ
て生き方を決めているとしたら、自分のしたくないようなこ
とをしている人生かもしれません。
そこで神様はまっすぐな道を歩みなさいといわれました。今、
自分のルーツをもう一度探ってみましょう。自分がしようと
していることの動機は正しいでしょうか？
（箴言 16：1～ 9）
人は心に計画を持つ。【主】はその舌に答えを下さる。
人は自分の行いがことごとく純粋だと思う。しかし【主】は
人のたましいの値うちをはかられる。
あなたのしようとすることを【主】にゆだねよ。そうすれば、
あなたの計画はゆるがない。
【主】はすべてのものを、ご自分の目的のために造り、悪者
さえもわざわいの日のために造られた。
【主】はすべて心おごる者を忌みきらわれる。確かに、この
者は罰を免れない。
恵みとまことによって、咎は贖われる。【主】を恐れること
によって、人は悪を離れる。
【主】は、人の行いを喜ぶとき、その人の敵をも、その人と
和らがせる。
正義によって得たわずかなものは、不正によって得た多くの
収穫にまさる。
人は心に自分の道を思い巡らす。しかし、その人の歩みを確
かなものにするのは【主】である。

　パウロは神の光に照らされる中で語られたイエスさまの
「なぜわたしを迫害するのか」「立ち上がって、町に入りなさ
い。そうすれば、あなたのしなければならないことが告げら
れるはずです。」という言葉を聞き入れました。
（Ⅰサムエル 15：22）「見よ。聞き従うことは、いけにえに
まさり、耳を傾けることは、雄羊の脂肪にまさる。」と書か
れているとおり、私たちは神の言葉を聞かなければなりませ
ん。
私たちは人から指摘されることが苦手です。しかし、私たち
は何をするにしても、神様を第一にしていかなければいけま
せん。そうすれば、神様がその歩みを確かにしてくださいま
す。どんな問題が起こっても、苦しみがあったとしても、ど
んなことをしても神様は導いてくださいます。神の懲らしめ
をも喜んで受け取りましょう。人からの助言も宝として受け
取っていきましょう。もしかしたら、神様からの導きは一番
聞きたくないところから与えられるかもしれません。
今、自分を守る鎧を脱ぎ捨てて、神の声に聞き従っていきま
しょう。

「目からうろこ」
　　　　　　　　　　　使徒9：1～20 

　　　

ルール

生き方

ダマスコの道

うろこ

セル祈祷会
平澤初実


